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開催日及び場所

委員長 國廣　 正 （弁護士）

委　員 今井　猛嘉 （法政大学大学院法務研究科教授）

委　員 大森　 明 （横浜国立大学大学院国際社会科学研究院教授）

委　員 寺田　麻佑 （国際基督教大学大学院アーツ・サイエンス研究科准教授）

委　員 長岡　美奈 （公認会計士）

議　事

審議対象期間

【一般競争入札】
総合評価落札方式

審議抽出案件

【一般競争入札】
総合評価落札方式

内閣官房及び内閣法制局・内閣府本府入札等監視委員会

平成28年度第１回（第２８回）合同会議議事概要

平成２８年７月１４日（木）　中央合同庁舎第８号館８階特別中会議室

委　員

○平成２７年度　第３・４四半期の契約に係る審議
○その他

○平成２７年度　第３・４四半期の契約に係る審議

平成２７年１０月１日～平成２８年３月３１日

○対象期間における契約の全体（内閣官房76件・内閣法制局該当なし・内閣府266件）に
　ついて事務局から説明

○審議案件抽出の考え方について当番委員から説明
　抽出にあたっての関心事項
  ・低落札案件について、その理由を確認する。
　・低落札案件で入札者が複数の場合、競争原理が働いた結果であればよいが、
　　予定価格の設定に問題がないか確認する。
  ・低落札案件で１者応札のものについて、予定価格の設定見直しや、
　　場合によって随意契約へ切り替えのうえ、値引き交渉等により契約額を
　　下げることができないか。

　さらに以下の観点から各案件を絞込み

４件（うち１件第３四半期案件、３件第４四半期案件）

（官房）１件
（関心事項）
　・低落札案件と
なった理由、予定価
格の設定に問題がな
いか確認したい。

契約件名：個人番号カード等マイナンバー制度利活用による効果に
関
　　　    する調査研究
契約相手：（株）エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所
契約金額：４，５３６，０００円
契 約 日：平成２８年２月２２日
担当部局：内閣官房情報通信技術(IT)総合戦略室
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【一般競争入札】
総合評価落札方式

【一般競争入札】
総合評価落札方式

（府）２件
（関心事項）
　・低落札案件と
なった理由、予定価
格の設定に問題がな
いか、上記の２事業
を並列して確認した
い。（低落札となっ
た各事業の共通点、
違いはあるのか確認
したい。）

契約件名：プロフェッショナル人材戦略ポータルサイト構築及び運
用
          保守事業
契約相手：（株）オーエムシー
契約金額：２，７７３，２２４円
契 約 日：平成２７年１０月１４日
担当部局：内閣府地方創生推進室

約件名：平成２７年度災害時の記録映像の収集・整理及び大規模
      　地震のシミュレーション映像作成に関する業務
契約相手：（株）放送映画製作所
契約金額：５，７１３，２００円
契 約 日：平成２８年１月８日
担当部局：内閣府政策統括官（防災担当）

（府）１件
（関心事項）
　１者応札で低落札
案件となっているた
め、予定価格の設定
の問題がないか、随
意契約への切り替え
のうえ、値引き交渉
により契約額をさげ
ることができないか
確認したい。

契約件名：地方財政制度等の改革に関する経済効果のモニタリング
              についての調査研究
契約相手：（株）価値総合研究所
契約金額：１，０８０，０００円
契 約 日：平成２８年２月２６日
担当部局：政策統括官（経済社会システム担当）

委員からの意見・質問
それに対する回答等

別紙のとおり

委員会による意見の
具申又は勧告の内容

なし
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別紙

ポータルサイトの事業はかなり落札率が低く、これで所
期の目的は達成できるのか。

複数者から提案がありヒアリングを通じて、実際に点数審査を
行い、この業者がしっかり業務を行えるか判断した。

意　見　・　質　問 回　答

１　個人番号カード等マイナンバー制度利活用による効果に関する調査研究

予定価格はどのように作成されているのか。 市場価格調査で入手した参考見積書を参考にしながら予定価
格を作成している。

低落札案件となった理由はなにか。 これまでの豊富な実績によるノウハウや人的ネットワークをもっ
ており、効率的かつ効果的な調査の遂行が実施できる見込み
があること、また本調査の社会的意義から当該価格で入札した
との回答を業者から得た。

低価格で良い成果が出ているのか。そこの確認がどこま
でできているのか。

作業を行っている段階で毎週打ち合わせや電話等で全部中
身をチェックして質問項目を出して回答をもらうことを繰り返し、
一定の働きをしてもらった。

２  ・プロフェッショナル人材戦略ポータルサイト構築及び運用保守事業共通発行管理システムの開発
　　 業務
　　・平成２７年度災害時の記録映像の収集・整理及び大規模地震のシミュレーション映像作成に関
     する業務
各案件の予定価格の算定方法はどのように行っている
のか。

複数者から入手した参考見積書を参考にしながら予定価格を
作成している。

○その他

・資料７：平成27年度「沖縄における鉄軌道をはじめとする新たな公共交通システム導入課題詳細調査」の
　コンソーシアムについて及び資料８：共通発行管理システムの開発業務の参考見積価格と入札価格の差異
　について、事務局から説明後、議論。

コンピュータ関係における予定価格と実際の本当の市
場価格は相当ずれているのではないか。幅広に市場価
格を調べてはどうか。

今後、市場価格調査の期間をこれまでより長くしたり、メールマ
ガジンの内容を工夫して多数の業者から見積書を提出してもら
うよう努力したいと考える。

３　地方財政制度等の改革に関する経済効果のモニタリングについての調査研究

１社応札で低落札案件となっているが、予定価格は問
題ないか。

複数者の見積書を参考に一番安い価格を見て予定価格を積
算している。

本案件は非常に非定型の新しい調査研究であり、本当
に内容の質を高め良い成果をあげることが重要である。

有識者の方々の知見もできるだけ取り入れることにより、調査研
究の内容の充実に努めている。
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